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１回目の基礎力診断テストを振り返って 

 全学年のみなさん、４月に受験した基礎力診断テストの結果はどうでしたか？１、２年生の皆さんは５

月 13日に、ベネッセコーポレーション様より講師の方にオンラインにて基礎力診断テストの結果と、こ

れからの進路についてのご講話をいただきました。今回の進路だよりでは、講演会で頂いた話をもう一度

振り返ってみたいと思います。 

 

【GTZと社会人基礎力】 
 今回の診断結果でよく聞く「GTZ」とは「学力到達ゾーン」のことです。下の図のとおり 10段階に分

かれています。事前に課されているワンウィークトライアルにしっかり取り組んでいると、C3は目指せ

ることが分かります。これは「与えられた課題をしっかり取り組めるか」という社会人基礎力にも繋がり

ます。皆さんには、与えられたものに真剣に取り組む力を土台に、向上心を持ち学びに向かってほしいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【早期から自分の進路を見つめる重要性】 
 ベネッセの統計によると、高校１年生の秋段階で進路を見据えて学習した人の合格率は 97％と高いこ

とがデータとしてあがっています。一方で、高校２年生の秋から学習を始めた人は 85％、冬から始めた

人は 65％と急激に下がっているそうです。恐ろしいことに、高校３年生の今時期にやっと本気を出した

人は合格率が 35％以下となっています。 

 大学受験のみで見ると受験生は延べ 64 万人いるとされています。ライバルはえりも高校だけでなく、

全国の高校生です。合格の可能性が高いうちに学習を進めることで、進路選択の幅を増やすことができま

す。 

同じ結果でも「やらない後悔より、やって後悔」した方がいいと思いませんか？日々の授業、単元テス

ト、模擬試験、本気で挑戦する姿をもっと見たいです。 

 

えり高進路だより 


